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１　オレンジアドバイザーの相談支援活動とは
　 (1)  相談支援の必要性
地域の高齢者にとって，困っていることや悩んでいることなどを気軽に相談できる認知症ケアの専門職が身近にいることは，住み慣れた地域で安心して生活できることにつながります。
　 (2)  相談支援活動とは
オレンジアドバイザーは，現に介護保険施設等で認知症ケアに従事しており，時間的な制約がある中で行える相談支援活動には限界があります。

まず，地域の認知症高齢者や家族等からの相談に対し，相談者がどういう相談内容を抱えているのか，主訴の背景にある問題は何かといったことを明らかにし（インテーク），可能な範囲でアドバイスや情報提供を行います。

また，専門的あるいは継続的な支援が必要となる場合には，適切な機関等につないでいけるよう，複眼的な視点を持って相談に応じることや，日頃から地域の社会資源やネットワークを意識しておく必要があります。

(3) 適切な専門機関
相談者の多様なニーズに適切に対応していくためには，相談内容に応じた専門機関やサービスに確実につないでいくことが必要です。
（専門機関の例）
オレンジドクター（認知症サポート医，もの忘れ・認知症相談医），認知症疾患医療センター，地域包括支援センター，市町の担当窓口，居宅介護支援事業所，若年性認知症サポートルーム等

(4) 対応機関の選定に当たってのポイント
サービス提供機関や専門相談機関へつなぐ際のポイントは次のとおりです。
①　相談内容に対応できる，最適な機関を選ぶ。
②　相談者に，つなぐ先の機関の理由を説明し，了解を得る。
③　日頃から関係機関と信頼関係を構築しておくことが重要である。

【相談支援活動フローチャート】











	区分
	内容
	対応例

	レベル１
	制度やサービス等に関する
問い合わせ
	必要な情報提供

	レベル２
	認知症の症状や介護環境等から相談機関の紹介が必要と判断される相談
	必要な情報提供及び関係機関や団体等の紹介・つなぎ

	レベル３
	専門的・継続的な関与が必要と判断される相談
	必要な情報提供及び関係機関や団体等の紹介・つなぎ
ネットワーク会議等への参加

	レベル４
	緊急対応が必要と判断される相談
	早急に関係機関への連絡や

保護，通報


（レベル１の事例）
　　介護保険制度や市町の事業，サービスに関する照会
　　　※　介護保険の申請方法や申請先
※　地域内の事業所等一覧
（レベル２の事例）
認知症の症状などから，情報提供だけでなく，相談機関への紹介が必要な
ケース
※　認知症の鑑別診断の必要性
※　典型的なBPSDへの対処方法（徘徊やもの盗られ妄想等への対応や注意点等）
（レベル３の事例）
より専門的･詳細な情報把握によって対応しなければ問題解決が困難なケース
　　　※　現在利用しているサービスの変更
※　介護だけでなく生活全般への支援が必要な相談
（レベル４の事例）
　　　　　早急に関係機関への連絡や保護，通報が必要なケース

　　　　　　※　高齢者虐待の疑いがある，または，事実が確認される場合 

　　　　　　※　放置すると，本人・家族の身体や生命に危険が及んだり，地域社会から疎外される可能性がある
(5) 緊急性の判断
初回相談では緊急性の判断が重要となります。的確に情報を把握した上で，
次のレベルに応じた適切な対応が必要です。
なお，虐待が疑われる事例については，市町への通報義務があります。また,状況によっては警察への通報が必要な場合もあります。

(6) 情報の提供
相談者が必要とする制度やサービスなどの情報を的確に提供することも，オレ
ンジアドバイザーとしての重要な役割になります。
そのためには,介護保険制度や成年後見制度などの理解や，地域の社会資源な
どの最新情報の把握に努めることが必要です。
(7) 記録
活動後は本冊子Ｐ15の表を利用して，必ず記録を残し活動の評価を行いましょう。
【参考】
　

　
２　オレンジアドバイザーに必要な社会資源とは
オレンジアドバイザーとしての役割を果たすためには，地域の保健・医療・介護・福祉の関係者やNPO法人・ボランティアなどの社会資源を把握し，「顔の見える関係」を築いていきましょう。
　また，地域を知るためには，地域に出向いて現状や歴史を知ることや行事等に参加して住民等の生の声を聞くことも大切です。
　　　

【社会資源例】


あなたの地域の社会資源
	№
	１
	

	名称等
	○○医院

	住　所
	〒×××-××××　　○○市○○町○○番○○号

	担当者
	○○
	℡
	○○○-○○○－○○○○
	FAX
	○○○-○○○－○○○○

	支援内容等
	かかりつけ医
認知症初期診断


	№
	２
	

	名称等
	○○地域包括支援センター

	住　所
	〒×××-××××　　○○市○○町○○番○○号


	担当者
	介護　太郎
	℡
	○○○-○○○－○○○○
	FAX
	○○○-○○○－○○○○

	支援内容等
	全般


	№
	３
	

	名称等
	特別養護老人ホーム　○○○

	住　所
	〒×××-××××　　○○市○○町○○番○○号

	担当者
	○○○○
	℡
	○○○-○○○－○○○○
	FAX
	○○○-○○○－○○○○○

	支援内容等
	認知症介護アドバイザー
家族支援・看取りに詳しい


	№
	４
	

	名称等
	○○市　家族の会

	住　所
	〒×××-××××　　○○市○○町○○番○○号

	担当者
	○○○○
	℡
	○○○-○○○－○○○○
	FAX
	○○○-○○○－○○○○

	支援内容等
	毎月第３水曜日　家族のつどいあり


あなたの地域の社会資源
	№
	
	

	名称等
	

	住　所
	〒

	担当者
	
	℡
	
	FAX
	

	支援内容等
	


	№
	
	

	名称等
	

	住　所
	〒

	担当者
	
	℡
	
	FAX
	

	支援内容等
	


	№
	
	

	名称等
	

	住　所
	〒

	担当者
	
	℡
	
	FAX
	

	支援内容等
	


	№
	
	

	名称等
	

	住　所
	〒

	担当者
	
	℡
	
	FAX
	

	支援内容等
	


あなたの地域の社会資源

あなたの地域の社会資源

３　市町事業へ積極的に協力しましょう
○　市町が実施する認知症対策事業等の講師を務めるなど，専門職としての役割を担います。
○　地域で形成する認知症ネットワークの一員として，地域の介護ニーズを把握し関係機関へ情報発信します。





(1) 市町事業とは
　　　市町では，認知症の普及啓発，早期発見，相談体制の充実や高齢者支援ネットワーク構築のため，認知症講演会・介護劇，介護教室，介護予防教室，見守り支援，関係機関会議等を実施しています。
(2) オレンジアドバイザーの活動の具体例　
○　地域のイベントへの参加･協力（各市町）
・健康ふくしまつりや介護家族相談会などにおける相談役

・認知症サポーター養成講座の講師

　　　　　・認知症対策関係者会議等への参加
○　オレンジドクター，キャラバンメイトとの連携(東広島市)
　『オレンジドクター・オレンジアドバイザー・キャラバンメイト交流会（オレンジ交流会）』に認知症地域支援の一員として参画。情報交換を通じて，市内の医師や福祉関係者，行政との連携を強化。

具体的な活動としては，認知症社会資源マップの作成と相談窓口づくりを実施。マップは，医療機関や介護施設一覧を市のホームページに掲載し，パンフレットも作成する。また，相談窓口づくりとしては，地域に出向いて，認知症の方や家族の相談会を開催。


４　活動記録をつけましょう
1 活動をしたら，必ず記録に残しましょう。
　　記録をすることで自身の振り返りができ，より質の高い認知症介護を目指して，活動を広げることにつながります。

②　前年度の活動報告は別記様式第６号により，４月末までに，広島県地域共生社会推進課に報告してください。
※　提出された活動報告が，県の認知症施策に関する検討資料にもなります。


〔　　　　年度〕活動記録表
	年 月 日
（曜）
	方法
	活　　動　　内　　容
	主催
	備　考

	
	個別
(人)
	集団
（回）
	
	
	

	　　　　年
 　月 　日
（　）
	
	
	
	
	

	　　　　年
 　月 　日
（　）
	
	
	
	
	

	　　　　年
 　月 　日
（　）
	
	
	
	
	

	　　　　年
 　月 　日
（　）
	
	
	
	
	

	　　　　年
 　月 　日
（　）
	
	
	
	
	

	　　　　年
 　月 　日
（　）
	
	
	
	
	

	　　　　年
 　月 　日
（　）
	
	
	
	
	

	　　　　年
 　月 　日
（　）
	
	
	
	
	

	　　　　年
 　月 　日
（　）
	
	
	
	
	

	　　　　年
 　月 　日
（　）
	
	
	
	
	


（別記様式第6号）（第9条関係）

　　　　年度　広島県認知症介護アドバイザー活動報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
広島県知事　様
登録番号：第　　　　　　号
所属事業所名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	区分
	相談対応
	介護教室
	介護予防教室
	研修会・勉強会
	その他
（行事等）
	備　考

	
	回数
	人数
	回数
	人数
	回数
	人数
	回数
	人数
	回数
	

	４月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	６月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	７月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	８月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	９月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	10月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	11月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	12月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



※この様式は広島県ホームページからダウンロードできます。
　アドレス　https://www.pref.hiroshima.lg.jp/
トップページ→健康・福祉・子育て→高齢者・障害者等福祉→高齢者の社会参画・生活支援，認知症対策に関することなら→認知症対策→広島県認知症介護アドバイザー（オレンジアドバイザー）
又は，サイト内検索　オレンジアドバイザー

 Memo
Memo
参考１　認知症に関する相談対応機関等
　　
認知症に関する相談に対応できる専門機関について，例示しました。
・広島県認知症介護指導者

・オレンジドクター（もの忘れ・認知症相談医・認知症サポート医）
・広島県内認知症疾患医療センター

・市町
・地域包括支援センター
・広島県地域包括ケア推進センター
・公益社団法人　認知症の人と家族の会　広島県支部

・若年性認知症コールセンター

・広島県若年性認知症サポートルーム

・広島県






　　　　　　　　　　




　
　


　







参考２

広島県認知症介護アドバイザー設置運営要綱
（目的）
第１条　認知症高齢者等やその家族が，住みなれた地域において安心して暮らし続けることができるよう，地域住民の認知症の理解を促進し，認知症にやさしい地域づくりを推進するため，広島県認知症介護アドバイザーを設置し，その運営について必要な事項を定める。
（愛称）
第２条　前条の広島県認知症介護アドバイザーの愛称は，オレンジアドバイザーとする。
（認定）
第３条　オレンジアドバイザーは，広島県認知症介護研修事業実施要綱（平成２２年３月制定。以下「実施要綱」という。）第３第１号に規定する認知症介護実践研修（実践リーダー研修）（以下「実践リーダー研修」という。）の修了者をもって充てる。
２　県は，オレンジアドバイザーに，別記様式第１号の認定証を交付するとともに，オレンジアドバイザーが所属する介護サービス事業所（以下「所属事業所」という。）の管理者に対し，通知しなければならない。
３　県は，第５条に反する行為のほか，オレンジアドバイザーとしてふさわしくない行為があったと認められる場合は，認定を取り消すことができる。
４　県は，認定証の交付台帳を作成し，適正に管理しなければならない。
（活動）
第４条　オレンジアドバイザーは，次の各号の活動を行う。
(1)　地域の認知症高齢者や家族等に対する相談対応等の支援活動
(2)　市町等が実施する認知症対策事業への協力活動
(3)　地域における認知症ケアネットワークへの協力活動
２　オレンジアドバイザーは，前項の活動を行うために必要な知識の習得に努めるものとする。
３　オレンジアドバイザーは，政治活動，宗教活動及び営利活動を目的として活動してはならない。
４　オレンジアドバイザーが活動を行う地域は，原則として，所属事業所が所在する市町の区域内とする。
（倫理）
第５条　オレンジアドバイザーは，前条第１項各号の活動を行うに当たっては，次の各号に留意しなければならない。
(1)　認知症高齢者や家族等の人権を尊重し，深い理解をもって当たること。
(2)　市町や地域包括支援センターの職員と連絡を保つとともに，関係者の信頼を得られるように努めること。
(3)　知り得た秘密を漏らすことのないよう，秘密の保持に努めること。オレンジアドバイザーを退いた後も同様とする。
(4)　相談者の人権を侵害したり，民事に介入することのないよう留意すること。
(5)　個人情報については，適正な管理に努めること。
（普及）
第６条　県は，別記様式第２号の名簿を作成し，県ホームページにおいて公表するとともに，市町及び地域包括支援センター（以下「市町等」という。）に提供する。
２　県は，オレンジアドバイザー活用の手引を作成し，市町等へ配付する。
３　県は，所属事業所の管理者に対し，別記１のオレンジアドバイザーステッカー（以下「ステッカー」という。）又は別記２のオレンジシール（以下「シール」という。）を交付する。
４　所属事業所の管理者は，ステッカーを当該所属事業所内に掲示するものとする。ただし，オレンジアドバイザーが当該所属事業所に存在しなくなった場合は，ステッカーを掲示してはならない。
（支援）
第７条　県は，市町等と連携して，オレンジアドバイザーの活動を促進するため，次の各号の支援を行うよう努めるものとする。
(1)　オレンジアドバイザー手帳（以下「手帳」という。）のホームページへの掲載
(2)　オレンジアドバイザーが相互に連携し，情報を共有する機会の提供
(3)　その他，オレンジアドバイザーの活動に必要な支援
（名簿）
第８条　県は，別記様式第３号により登録管理名簿（以下「名簿」という。）を作成し，管理する。ただし，当該名簿については，実施要綱第20第１項に規定する実践リーダー研修修了者名簿をもって充てることができる。
２　所属事業所の管理者は，転職等により当該所属事業所に新たにオレンジアドバイザーが勤務することとなった場合，又は，登録管理名簿の内容に変更があった場合は，別記様式第４号により，速やかに県に届け出るものとする。
３　所属事業所の管理者は，オレンジアドバイザーが，転職等により当該所属事業所に勤務しなくなった場合は，別記様式第５号により，速やかに，県に届け出るとともに，ステッカー又はシールを破棄するものとする。ただし，当該所属事業所に，他のオレンジアドバイザーが勤務している場合は，ステッカーの破棄は求めない。
４　県は，第２項の届出により，必要なステッカー又はシールを交付するものとする。
５　県は，第２項及び第３項の届出があった場合は，名簿を訂正するものとする。
６　県は，第３条第３項の取消しを行った場合は，速やかに，名簿から抹消するとともに，認定証を返還させなければならない。
７　県は，第２項の届出又は第３項の取消しがあった場合は，当該オレンジアドバイザーが関係する市町等にその情報を提供するものとする。
（その他）
第９条　オレンジアドバイザーは，第４条第１項及び第２項の活動を行った場合は，手帳に活動の内容を記載するとともに，別記様式第６号により，毎年４月末までに，前年度（４月から３月）の活動内容を，県に報告するものとする。
２　オレンジアドバイザーは，前条第３項により，活動を行わなくなった場合は，速やかに，認定証を県に返還するものとする。
附　則
（施行期日）
１　この要綱は，平成２２年４月１日から施行する。
（要領の廃止）
２　認知症介護アドバイザー制度運営要領（平成１４年制定。以下「旧運営要領」という。）は廃止する。
（経過措置）
３　この要綱の施行日の前にこの要綱による廃止前の認知症介護アドバイザー制度運営要領（以下「旧要領」という。）２の(1)の規定により認知症介護アドバイザーの名簿登録をしようとする場合については，旧要領の規定は，なお，その効力を有する。
　　　　附　則
（施行期日）
１　この要綱は，平成２４年１１月１日から施行する。
２　この要綱は，令和３年９月30日から施行する。
別記１
　



ステッカーのサイズは，縦２４０ミリメートル，横２１０ミリメートルとし，円の大きさは１９０ミリメートルとする。
別記２
　　シールの円の大きさは，直径25ミリメートルとする。
（別記様式第1号）（第３条関係）
第　　　　　　号
広島県認知症介護アドバイザー認定証
広島県認知症介護アドバイザー設置要綱第３条第１項に基づき，次の者を，広島県認知症介護アドバイザーとして認定します。
　　　　　年　　月　　日
広島県知事　○○　○○
氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　
JIS規格Ａ４判サイズ縦
（別記様式第２号）（第６条関係）
広島県認知症介護アドバイザー名簿（○○市町分）
	登録番号
	登録年月日
	ふりがな
氏　名
	所属事業所

	
	
	
	名　称
	住　所
	電話番号

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	
	


　　JIS規格Ａ４判サイズ縦
（別記様式第３号）（第８条関係）
広島県認知症介護アドバイザー登録管理名簿
	登録番号
	登録
年月日
	ふりがな
氏　名
	生年月日
	保持資格
	所属法人
	所属事業所

	
	
	
	
	
	名称
	住所
	名称
	住所
	電話
番号

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　JIS規格Ａ４判サイズ縦
（別記様式第４号）（第８条関係）
広島県認知症介護アドバイザー登録名簿登録変更届
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　広島県知事　様
住        所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属事業所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　代　 表　 者　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　
　広島県認知症介護アドバイザー登録管理名簿の記載事項を，次のとおり変更します。
	項　　目
	変　更　前
	変　更　後

	登録番号
	第　　　　　　　号
	

	氏　　　名
	
	

	保持資格
	
	

	所属事業所名
	
	

	所属事業所住所
	
	

	電話番号
	
	


　　JIS規格Ａ４判サイズ縦
（別記様式第５号）（第８条関係）
広島県認知症介護アドバイザー名簿登録抹消届
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　広島県知事　様
　　　　　　　　　　　　　　住　　　所　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　所属事業所名　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　広島県認知症介護アドバイザー名簿に登録されている次の者を登録名簿から抹消してください。
登録番号　　第　　　　　　　号
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
抹消理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
JIS規格Ａ４判サイズ縦
（別記様式第６号）（第９条関係）
　　　　年度　広島県認知症介護アドバイザー活動報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　広島県知事　様
登録番号：第　　　　　　　号
所属事業所名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	区分
	相談対応
	介護教室
	介護予防教室
	研修会・勉強会
	その他
（行事等）
	備　考

	
	回数
	人数
	回数
	人数
	回数
	人数
	回数
	回数
	回数
	

	４月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	６月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	７月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	８月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	９月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	10月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	11月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	12月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



　　JIS規格Ａ４判サイズ縦












�





広島県





オレンジアドバイザー心得５か条








第１条　介護体験者とのつながりを大切にして，


お互いに協力し合います。





第２条　地域の人や，専門職，多様な機関との


つながりを大切にし，顔の見える人間関係


づくりに努めます。





第３条　オレンジアドバイザー同士のつながりを


プロとしての成長の糧とします。





第４条　常にスキルアップし，専門性を発揮します。





第５条　いつも元気に笑顔で，自分の心と体の健康づくりに努めます。





広島県認知症介護アドバイザー手帳の目的


　この手帳は，広島県認知症介護アドバイザーの活動が，認知症の人や御家族が安心して暮らせる地域づくりにつながるよう，支援することを目的に作成しました。


オレンジリングにちなんで，愛称を「オレンジアドバイザー」としました。
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活　動　目　標





　私たちは，オレンジアドバイザーとして，地域で活動します。





(1) 高齢社会に対応した地域における認知症ケア活動を


進めます。


(2) 身近な相談役として，認知症の方とご家族等を


支援する「道案内役」になります。


(3) 認知症介護教室や予防教室の講師等，市町が行う


　事業に積極的に協力します。





社会資源ネットワークの形成








地域包括支援センター





認知症介護教室


認知症予防教室








市町役場





広島県若年性認知症サポートルーム





Ｄさんは，


成年後見制度の


活用に迷っている





もの忘れ・認知症相談医


「オレンジドクター」


認知症疾患医療センター





適切なつなぎ


地域の情報の集積





Ａさんは，


認知症への不安を抱いている





ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ





オレンジアドバイザーのいる施設





相談





Ｃさんは，


在宅での介護に負担を感じている





認知症の人と


家族の会





相談





相談





相談





相談





Ｂさんは，


介護の大変さを誰かと共有したい





認知症高齢者や家族，


民生委員,隣人など





Ｄさん





Ａさん





Ｃさん





Ｂさん





～ 相談支援活動 ～


できる範囲で応じ，適切な機関・サービス等へつなぐ「道案内役」





～ 自己決定の尊重 ～


専門機関につなぐかどうかは，本人の意思を尊重しなければなりません。


説明→理解→納得→了解という一連のプロセスを経ることが大切です。





認知症のある高齢者や家族





相談対応





紹　介





相談対応・情報提供





相談





オレンジアドバイザー











・相談内容把握


・緊急性の判断





必要な情報提供





【レベル１】


制度やサービスの問い合わせ





連絡


つなぎ





必要な情報提供,関係機関や団体等の紹介・つなぎ





・オレンジドクター（もの忘れ・認知症相談医）


・認知症疾患医療センター


・地域包括支援センター


・ケアマネジャー


・介護保険施設


・家族の会　


・若年性認知症サポートルーム


           等





【レベル２】


認知症の症状などから，情報提供だけでなく医療機関や相談機関に紹介したほうが良いと判断される相談














【レベル３】


専門的・継続的な関与が必要と判断される相談





連絡・つなぎ





【レベル４】


緊急対応が必要と判断される相談





・地域包括支援センター


・市町役場


・警察





通　報





認知症ケアの新しい情報サイト「ひもときねっと」を活用しよう


アドレス　http://www.dcnet.gr.jp/retrieve/











認知症介護研究・研修センターが開設したもので，専門職だけでなく，介護に携わる家族の方々にも，認知症ケアの新しい情報や参考事例を発信していくものです。





(1)　認知症ケアを「ひもとく」


困難事例への対応を「ひもとく」方法やポイントについて，マニュアル化された画一的なケアではなく，考え方（思考展開）に沿ったケアの方法がわかりやすく説明されています。


(2)　事例


海外の先進的なケアを紹介する「海外認知症ケア情報」などもあります。





地域とのつながりをもつために，地域の状況を知りましょう





○住民力


　　近隣住民，親戚，友人，介護家族，認知症サポ－ター，キャラバン・メイト，


配達関係者(郵便・新聞・宅配等）


○支援団体


　　認知症の人と家族の会，広島県社会福祉協議会，広島県地域包括ケア推進センター，ＮＰＯ法人，ボランティア団体，地域サークル


○医療・看護・介護


　　オレンジドクター（認知症サポート医，もの忘れ・認知症相談医）, 認知症疾患医療センター，病院・診療所，訪問看護ステーション，ヘルパーステーション，薬局，介護保険施設，介護サービス事業所，認知症介護指導者，オレンジアドバイザー（認知症介護アドバイザー）


○福祉


社会福祉協議会，シルバー人材センター，コミュニティセンター，民生委員，児童委員，自治会・町内会，老人クラブ（連合会），女性会


○生活（くらしを支える企業）


商店，コンビニ，スーパー，バス・タクシー会社，ＪＡ（農協），郵便局，交通機関・駅，銀行，健康ランド（温泉・銭湯等），理・美容室


○学校等


保育所・幼稚園，小学校，中学校，高等学校，大学，子ども会・育成会


○行政


市町の担当窓口，地域包括支援センター，保健所，警察・交番，消防署・消防団


○その他


図書館，公園，配食サービス，パトロール（見守り隊），お祭り・運動会等各種地域イベント





記　入　例





～　積極的に記入しましょう　～





★つながりと絆を広げていきましょう！


関係資料を貼付しましょう。（例：名刺，社会資源マップ等）





★つながりと絆を広げていきましょう！


関係資料を貼付しましょう。（例：名刺，社会資源マップ等）





市　町








地域のネットワークづくり


・アドバイザー連絡会議


・見守りネットワーク


・徘徊SOSネットワーク


・地域資源マップ





市町事業


・認知症介護教室


・認知症予防教室


・認知症講演会


・認知症相談会　等





協力


依頼








協力








協力





講師


依頼





オレンジアドバイザー








講師役として協力


①市町事業の目的の理解


②テーマの設定


③内容の企画・テキスト作成


④実施


⑤検証（アンケート結果）








多くの機関と顔の見える関係づくり


・連絡会への参加


・ニーズの把握・情報の発信


・地域包括支援センターとの


連携





あなたの市町の担当課は








　　　　　　　　　　市・町








担当者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





E-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





記　入　例





〔　　○○年度〕活動記録表


年 月 日


（曜）�
方法�
活　　動　　内　　容�
主催�
備　考�
�
�
個別(人)�
集団


（回）�
�
�
�
�
　　○○.4.10（火）�
�
１�
○○市第1回認知症介護教室(30人)�
○○市�
アドバイザー2人�
�
〃�
２�
�
終了後，介護相談あり�
○○市�
�
�
○○.4.24（火）�
�
１�
認知症サポーター養成講座(25人)�
地域包括支援センター�
�
�
　　○○.4.27（金）�
１�
�
家族から介護相談あり�
―�
�
�



（別記様式第6号）（第9条関係）


　　○○年度　広島県認知症介護アドバイザー活動報告書


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○年４月○日


 広島県知事　様


登録番号：第○○○○号


所属先：特別養護老人ホーム　○○○


氏名：広島　おれんじ　　　　　　





【　　○○年度　内容別月別活動記録表】


区分�
相談対応�
介護教室�
介護予防教室�
研修会・勉強会�
その他


（行事等）�
備考�
�
�
回数�
人数�
回数�
人数�
回数�
人数�
回数�
人数�
回数�
�
�
４月�
２�
３�
�
�
１�
３０�
１�
２５�
�
�
�
認知症サポーター養成講座は，研修会・勉強会に記入する。


ネットワーク会議，イベントの参加は，その他(行事等)に回数，備考に会議，イベント名を記入する。





活動についての意見・感想








広島県では，次の研修の修了者を，「オレンジドクター（もの忘れ・認知症相談医）」として認定し，身近な相談窓口として，県のホームページで公表するなど，早期発見・早期診断体制の充実を図っています。











適切な認知症の知識・技術や認知症の人本人とその家族を支える知識と方法を習得するための研修を修了した医師です。











認知症患者の診療に習熟し，かかりつけ医への助言その他の支援を行い，専門医療機関や地域包括支援センター等との連携を推進するための研修を修了した医師です。











　　専門医療機関などの医師の医療技術の向上を図るとともに，かかりつけ医の後方支援医療機関としての機能強化に資するための研修を修了した医師です。





※オレンジドクター名簿（各研修の修了者）については，広島県のホームページをご覧ください。


　   アドレス  � HYPERLINK "https://www.pref.hiroshima.lg.jp/" �https://www.pref.hiroshima.lg.jp/�


トップページ→健康・福祉・子育て→高齢者･障害者等福祉


→高齢者の社会参画・生活支援，認知症対策に関することなら→認知症対策


　　 →オレンジドクター


　　　又はサイト内検索オレンジドクター





オレンジドクター





かかりつけ医認知症対応力向上研修





認知症サポート医





認知症サポート医養成研修





 認知症専門医療向上研修











認知症疾患の鑑別診断，専門医療相談など認知症の早期診断を行う医療機関です。





圏域�
医療機関名�
電話相談窓口�
所在地�
�
広島�
医療法人社団更生会　草津病院�
（０８２）２７０－０３１１


○月～金曜日（祝日休み）


○9:00～12:00　13:30～17:00�
〒733-0864


広島市西区草津梅が台10-1�
�
�
医療法人せのがわ


瀬野川病院


�
（０８２）８９３－６２６６


○月～金曜日（祝日休み）　


○9:00～12:00　13:00～16:30�
〒739-0323　


広島市安芸区中野東四丁目11-13�
�
�
医療法人社団


せがわ会　


千代田病院�
（０８２６）７２－８２６２


○月～金曜日（祝日休み）　


○9:00～17:00�
〒731-1535　


山県郡北広島町今田3860�
�
広島西�
医療法人社団知仁会　メープルヒル病院�
（０８２７）５７—７４６１


○月～金曜日（祝日休み）　


○9：00～17:00�
〒739-0651　


大竹市玖波五丁目2-1�
�
呉�
医療法人社団和恒会　ふたば病院�
（０８２３）７０—０５７１


○月～金曜日（祝日休み）　


○9:00～17:00�
〒737-0143　


呉市広白石四丁目7-22�
�
広島


中央�
医療法人社団二山会　宗近病院


�
（０８２）４９３—８６５１


○月～土曜日（木曜・祝日休み）　


○8:00～16:00　�
〒739-0024　


東広島市西条町御薗宇703�
�
尾三�
特定医療法人大慈会　三原病院�
（０８４８）６１—５５１５


○月～金曜日（祝日休み）　


○9:00～17:00�
〒723-0003　


三原市中之町六丁目31-1�
�
福山・


府中�
医療法人社団緑誠会　光の丘病院�
（０８４）９７６—１４１２


○月～金曜日（祝日休み）　


○9:00～17:00　�
〒720-1147　


福山市駅家町向永谷302�
�
�
医療法人永和会


下永病院�
（０８４）９３９—６２１１


○月～土曜日（祝日休み）　


○8:30～17:00　�
〒720-0542


福山市金江町藁江590-1�
�
備北�
医療法人微風会


三次神経内科クリニック花の里�
（０１２０）８７０—３１８


○月～土曜日（祝日休み）　


○9:00～16:00　�
〒728-0013　


三次市十日市東四丁目3-10�
�
（令和３年４月現在）








広島県内認知症疾患医療センター








各市町の認知症担当窓口の連絡先一覧です。


市町名�
課名�
住所�
電話番号�
�
広島市�
地域包括ケア推進課�
広島市中区国泰寺一丁目6-34 �
082-504-2648�
�
呉市�
高齢者支援課�
呉市中央四丁目1-6�
0823-25-3138�
�
竹原市�
健康福祉課�
竹原市中央五丁目1-35 �
0846-22-7743�
�
三原市�
高齢者福祉課�
三原市港町三丁目5-1 �
0848-67-6055�
�
尾道市�
高齢者福祉課�
尾道市久保一丁目15-1 �
0848-38-9137�
�
福山市�
高齢者支援課�
福山市東桜町3-5 �
084-928-1065�
�
�
健康推進課�
福山市三吉町南二丁目11-22�
084-928-3421�
�
府中市�
介護保険課�
府中市府川町315番地�
0847-40-0223�
�
三次市�
高齢者福祉課�
三次市十日市中二丁目8-1 �
0824-62-6145�
�
庄原市�
高齢者福祉課�
庄原市中本町一丁目10-1 �
0824-73-1165�
�
大竹市�
地域介護課�
大竹市小方一丁目11-1�
0827-28-6226�
�
東広島市�
地域包括ケア推進課�
東広島市西条栄町8-29�
082-420-0984�
�
廿日市市�
高齢介護課�
廿日市市下平良一丁目11-1�
0829-30-9167�
�
安芸高田市�
健康長寿課�
安芸高田市吉田町吉田791 �
0826-47-1281�
�
江田島市�
高齢介護課�
江田島市大柿町大原505 �
0823-43-1640�
�
府中町�
高齢介護課�
安芸郡府中町大通三丁目5-1 �
082-286-3256�
�
海田町�
長寿保険課�
安芸郡海田町上市14-18�
082-823-9609�
�
熊野町�
高齢者支援課�
安芸郡熊野町中溝一丁目1-1�
082-820-5615�
�
坂町�
保険健康課�
安芸郡坂町平成ヶ浜一丁目1-1 �
082-820-1504�
�
安芸太田町�
健康福祉課�
山県郡安芸太田町大字下殿河内236�
0826-22-2031�
�
北広島町�
保健課�
山県郡北広島町有田1234�
050-5812-1853�
�
大崎上島町�
福祉課�
豊田郡大崎上島町木江4968 �
0846-62-0301�
�
世羅町�
福祉課�
世羅郡世羅町大字本郷947�
0847-25-0072�
�
神石高原町�
保健福祉課�
神石郡神石高原町小畠1701 �
0847-89-3377�
�
（令和３年４月１日現在）





市　　町





　


高齢者が住みなれた地域で自立した生活が継続できるよう支援するための｢地域の相談窓口｣として，各市町に設置されています。


　地域包括支援センターでは，保健師・主任ケアマネジャー・社会福祉士などの専門職員が高齢者の保健･福祉に関する様々な相談に応じています。


○　総合相談・支援


　　高齢者やその家族などから保健や福祉に関する相談に応じた情報提供･支援


○　権利擁護


　　成年後見制度の活用や，虐待の早期発見など高齢者の権利擁護に関する支援


○　包括的・継続的ケアマネジメント


　　地域の多様な社会資源を活用したケアマネジメント体制が構築できるよう，地域のケアマネジャーの支援及び関係機関とのネットワークづくり


○　介護予防ケアマネジメント


　　介護が必要となる可能性の高いと判定された高齢者や「要支援１・２」と認定された方に介護予防事業や介護予防サービスの利用を支援


地域包括支援センターの設置状況については，県のホームページを


ご覧ください。


　　アドレス　� HYPERLINK "https://www.pref.hiroshima.lg.jp/" �https://www.pref.hiroshima.lg.jp/�


トップページ→健康・福祉・子育て→高齢者･障害者等福祉


→高齢者の社会参画・生活支援，認知症対策に関することなら→地域包括ケアシステム


→地域包括支援センターの設置状況








地域包括支援センター





広島県地域包括ケア推進センター








認知症等に関する相談を受け付けています。


【認知症相談】


毎週火曜日・木曜日　１３時～１６時３０分（年末年始・祝祭日除く。）


　ＴＥＬ　０８２—５５３—５３５３（火曜日　相談員：認知症の人と家族の会会員）


０８２—５６９—６５０１（木曜日　相談員：社会福祉士（広島県社会福祉士会会員）





〒732-0057　広島市東区二葉の里三丁目2-3


　　（代表）ＴＥＬ082-569-6493　ＦＡＸ082-569-6494


アドレス　http://chiikihoukatsucare.net/index.php








認知症に関わる当事者を中心とした全国的な民間団体で，認知症介護に関する相談を受け付けています。


TEL	：０８２－２５４－２７４０


　　〒734-0007　広島市南区皆実町一丁目６－２９


　　アドレス　http://www.juvenile-alzheimer.jp/





公益社団法人　認知症の人と家族の会　広島県支部





若年性認知症コールセンター








若年性認知症に係る電話相談を受け付けています。


TEL	：０８００－１００－２７０７


【利用時間】月曜日～土曜日　１０時～１５時（年末年始・祝日除く。）


社会福祉法人仁至会　認知症介護研究・研修大府センター


〒474-0037　愛知県大府市半月町三丁目294





広島県若年性認知症サポートルーム（若年性認知症相談窓口）








   若年性認知症に係る電話相談，メール相談を受け付けています。


TEL：０８２－２９８－１０３４


E-mail: jakunen@htc.or.jp


【利用時間】月曜日～金曜日　９時～17時（年末年始・祝日除く。）


〒732-0816　広島県広島市南区比治山本町12-2


広島県社会福祉会館内４階


アドレス　https://hacsw.jp/dementia/





広島県





○県の認知症対策


健康福祉局地域共生社会推進課　TEL 082-513-3201


○介護保険制度


健康福祉局医療介護保険課　TEL 082-513-3208


〒730-8511　広島市中区基町10-52　ＦＡＸ 082-502-8744


広島県の施策等については，県ホームページで公開しています。


アドレス　https://www.pref.hiroshima.lg.jp/


トップページ→健康・福祉・子育て→高齢者･障害者等福祉


→高齢者の社会参画・生活支援，認知症対策に関することなら
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知事印





活動についての意見・感想





オレンジアドバイザー倫理








認知症介護アドバイザー活動事業に係る全ての


者は，実施に伴って次のとおり倫理的配慮を徹底しましょう。





(1)　認知症高齢者や家族等の人権を尊重し，深い理解をもって当たること。





(2)　市町や地域包括支援センターの職員と連絡を保つとともに，関係者の信頼を得られるように努めること。





(3)　知り得た秘密を漏らすことのないよう，秘密の保持に努めること。オレンジアドバイザーを退いた後も同様とする。





(4)　相談者の人権を侵害したり，民事に介入することのないよう留意すること。





(5)　個人情報については，適正な管理に努めること。








広島県 健康福祉局 地域共生社会推進課





〒730-8511　広島市中区基町１０番５２号


TEL０８２－５１３－３２０１（ダイヤルイン）


FAX０８２－５０２－８７４４





オレンジアドバイザーに関する問い合わせ先








PAGE  
- 8 -

